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令和３年度　東野小学校報　８月号

勝つことよりも意義があること…
校長　浅 井　 誠　　　　
　
東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。コロナ禍であることも重なり、開催等に関わり様々な報道がされています。中には否定的なものもあります。しかし、オリンピック・パラリンピックからは多くの学びがあると私は考え、7／２０の集会で子どもたちに伝えました。
クーベルタンが語った「勝つことよりも参加することに意義がある」…厳しさを乗り越え、夢の場所までたどり着いた選手たち。その姿からはこれまでの歩みを誇りにしていることが感じとれ、勝ち負けよりも努力し続ける大切さを感動とともに学び得ることができます。
クーベルタンによってつくられた青、黄、黒、緑、赤の５輪のシンボル。地球上の５大陸を意味し、世界中の人々が、友情を育み協力しあって結ばれることを表現しています。歴史を振り返ると、人種や体が不自由な人への差別、国同士の争い等、様々な問題をオリンピック・パラリンピックは長い歴史を通して解決してきました。だからこそ「世界はひとつ」であり「世界の平和」が何よりも大切であると深く感じることができます。

東京オリンピック・パラリンピックでは、「すべての人が自己ベストをめざし、一人ひとりが互いを認め合い、未来につなげよう」という願いが掲げられています。

この夏休み、東野小学校の子どもたちも、オリンピック・パラリンピック選手の姿に学びながら、一人ひとりが目標をしっかりと掲げ努力し続け、自己ベストの日々をつくりだします。

「家族のみんながコロナになりませんように…」
児童玄関に、丸山文憲さんから頂いた竹があります。その竹には、オリンピック・パラリンピックへの願いのように、子どもたちが多くの願い事を書いた紙がつけられています。その願いを読むと思わず微笑みホッとした気持ちになります。自分だけでなく、家族のことを気にかけた上のような素敵な願いもあります。子どもたちの温かさを感じます。
この夏休み、ご家庭での生活で引き続き感染防止に努めていただきながら、子どもたちが自己ベストの３６日間をつくり、９０名全員が“元気”に“笑顔”で登校し、８月２６日を迎えられることを楽しみにしています。
児童玄関の竹飾り
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７／６ トマトハウス見学（3年生）


千藤重明さん。ありがとうございました。　











